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第１類 酸化性固体

第２類 可燃性固体

第３類 自然発火性物質及び禁水性物質

（固体又は液体）

第４類 引火性液体

第５類 自己反応性物質（固体又は液体）

第６類 酸化性液体

消防法の危険物は、その性質に応じて
６種類に区分されています。

【１】 危険物とは

石油類、アルコール類など



第４類危険物は、「引火点（引火しやすさ）」
などにより７種類に分けられています。

危険性大 特殊引火物 引火点低
第１石油類
アルコール類
第２石油類
第３石油類
第４石油類

危険性小 動植物油類 引火点高

【１】 危険物とは



灯 油
３０℃
の場合

× 灯油の引火点は約40℃なので…

火種を近づけても引火しない。

引火点…火種を近づけたときに
引火する最低液温

【２】 引火点について



灯 油
４０℃
の場合

【２】 引火点について

引火点…火種を近づけたときに
引火する最低液温

灯油の引火点は約40℃なので…

火種を近づけると引火する。



【２】 引火点について

第１石油類 アセトン … －20℃

〃 ガソリン … －40℃以下

アルコール類 メタノール … 11℃

〃 エタノール … 13℃

第２石油類 灯油 … 約40℃以上

〃 軽油 … 約45℃以上

第３石油類 重油 … 60℃ ～ 150℃

主な第４類危険物の引火点



【３】 指定数量について

「指定数量」は、消防法や条例の規制が
適用されるかどうかの判断基準です。

第４類危険物の指定数量



危
険
物
貯
蔵

取
扱
い
数
量

指定数量
以上

消防法
の規制

市長の 許可
が必要

火災予防条例
の規制

指定数量の ０.２倍 以上 １.０倍 未満

指定数量の ０.２倍 未満

届出必要

届出不要

指定数量
未満

数量(※)により
消防署長に
届出

【４】 手続きについて（許可・届出）

※

指
定
数
量

未
満
の
場
合 「少量危険物」といいます。



危
険
物
貯
蔵

取
扱
い
数
量

指定数量
以上

消防法
の規制

危険物取扱者免状
が必要

火災予防条例
の規制

指定数量
未満

資格不要(※)

【５】 危険物取扱者について

※ 平成28年までは、少量危険物の施設
でも資格が必要でした。
（「少量危険物取扱従事者講習」を
５年に１回受講する）



危
険
物
貯
蔵

取
扱
い
数
量

指定数量
以上

消防法
の規制

施設区分と (※)
危険物数量による

火災予防条例
の規制

指定数量
未満

定期点検の
義務なし

【６】 定期点検について

指定数量以上の施設で地下タンクを有するものは、
全て、定期点検の義務があります。

※ 定期点検義務のある施設（指定数量以上の場合）



【７】 第４類危険物の性質

① 液体そのものではなく、蒸気（可燃性蒸気）が燃える。

② 可燃性蒸気は、空気より重い。

→低所に滞留しやすく、拡散しにくい。

③ 極めて引火しやすい。

→静電気火花のような小さな火種でも、容易に引火する。

④ 静電気を蓄積しやすい。

→配管や容器との摩擦で、液体そのものに帯電する。

⑤ ほとんどが水より軽く、水に溶けにくい。

→消火に水が使えない。

点検要領の本題に入る前に、まずは確認！


